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習志野市 転入アンケート調査結果 概要 

 

対象者 下記期間における市民課窓口での転入届出者 

実施時期 平成 27 年 3 月 2 日～同年 4月 30日 

配付・改修方法 市民課窓口にて各届出用紙授受の際に配付し、回収箱にて回収 

 

※集計にあたって 

回答の比率は、小数点第２位を四捨五入しているため、百分比の合計が 100.0％にならな

い場合がある。 

 

 

回答者の性別 

回答者の性別は「男」が 57.9％、「女」が 24.1％となっています。 

 

設問項目 回答数 構成比 

男 267 57.9% 

女 111 24.1% 

無回答 83 18.0% 

計 461 100% 

 

  

転入 
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問１ 転入された方（世帯で転入される場合は世帯主の方）の年齢であてはまるものを

一つ選んで、番号に○をつけてください。 

回答者の年齢で多かった回答は「１．19 歳以下」が 39.5％、次いで「２．20～29 歳」が

28.0％となっています。 

 

設問項目 回答数 構成比 

１．19 歳以下 182  39.5% 

２．20～29 歳 129  28.0% 

３．30～39 歳 73  15.8% 

４．40～49 歳 43  9.3% 

５．50～59 歳 21  4.6% 

６．60～64 歳 4  0.9% 

７．65～69 歳 2  0.4% 

８．70 歳以上 4  0.9% 

９．無回答 3  0.7% 

計 461  100% 

 

 

 

  

39.5%

28.0%

15.8%

9.3%

4.6%

0.9% 0.4% 0.9%
0.7% １．19歳以下

２．20～29歳

３．30～39歳

４．40～49歳

５．50～59歳

６．60～64歳

７．65～69歳

８．70歳以上

９．無回答
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問２ 転入される方の世帯構成であてはまるものを一つ選んで、番号に○をつけてくだ

さい。 

回答者の世帯構成で多かった回答は「１．単身」が 64.2％、次いで「３．親子（二世代）」

が 17.1％となっています。 

 

設問項目 回答数 構成比 

１．単身 296  64.2% 

２．夫婦のみ 56  12.1% 

３．親子(二世代) 79  17.1% 

４．親・子・孫(三世代) 12  2.6% 

５．その他 12  2.6% 

６．無回答 6  1.3% 

計 461  100% 

 

 

 

  

64.2%
12.1%

17.1%

2.6%
2.6%

1.3%

１．単身

２．夫婦のみ

３．親子(二世代)

４．親・子・孫(三世代)

５．その他

６．無回答
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問３ 同居家族にお子さんがいらっしゃる方にお尋ねします。 

お子さんの人数であてはまるものを一つ選んで、番号に○をつけてください。 

回答者のお子さんの人数として多かった回答は「１．一人」が 49.2％、次いで「２．二

人」が 37.7％となっています。 

  

設問項目 回答数 構成比 

１．一人 30  49.2% 

２．二人 23  37.7% 

３．三人 8  13.1% 

４．四人 0  0.0% 

５．五人以上 0  0.0% 

計 61  100% 

 

 

  

※問 3 の無回答 373 名と、問１の 19 歳以下の回答 27 名はグラフ・表から除いています。 

１．一人

２．二人

３．三人

４．四人

５．五人以上

49.2%
37.7%

13.1%



H27.8.10_第 2回習志野市まち・ひと・しごと創生総合戦略等策定懇話会_資料１ 

5 

・お子さんのことで、あてはまるものを選んで、番号に○をつけてください。 

（複数回答可） 

回答者のお子さんのことで多かった回答は「１．就学前」が 31.6％、次いで「５．大学・

高専・専門学生」と「６．社会人・アルバイト」が 14.5％と同数になっています。 

 

 

設問項目 回答数 構成比 

１．就学前 24  31.6% 

２．小学生 9  11.8% 

３．中学生 6  7.9% 

４．高校生 9  11.8% 

５．大学・高専・専門学生 11  14.5% 

６．社会人・アルバイト 11  14.5% 

７．その他 6  7.9% 

計 76  100% 

 

 

 

※７．その他には無回答 6 名を含んでいます。 

7.9%

14.5%

14.5%

11.8%

7.9%

11.8%

31.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

７．その他

６．社会人・アルバイト

５．大学・高専・専門学生

４．高校生

３．中学生

２．小学生

１．就学前
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問４ 今後、お住まいの町丁目をお尋ねします。（人数順） 

回答者の転入先の町丁目については、「芝園２丁目」が 149 人と圧倒的多数になっています。千葉工

業大学の学生寮が同地にあることが原因と推測される。他に多い町丁目としては、「谷津１丁目」「津田

沼３丁目」が挙げられています。 

町名 丁目 回答者数  町名 丁目 回答者数  町名 丁目 回答者

数 

谷津 

1 丁目 17 

鷺沼 

4 丁目 2 

実籾 

実籾本

郷 

3 丁目 1 

2 丁目 6 5 丁目 2 4 丁目 4 

3 丁目 12 計 18 5 丁目 2 

4 丁目 7 

鷺沼台 

3 丁目 5 6 丁目 2 

5 丁目 6 4 丁目 5 実籾本郷（不明） 2 

6 丁目 8 不明 3 実籾（不明） 1 

7 丁目 2 計 13 計 16 

不明 7 

藤崎 

2 丁目 13 
新栄 

1 丁目 2 

計 65 3 丁目 3 計 2 

奏の杜 

1 丁目 3 4 丁目 2 

東習志

野 

1 丁目 2 

2 丁目 2 5 丁目 2 2 丁目 4 

不明 1 6 丁目 1 3 丁目 5 

計 6 7 丁目 1 4 丁目 1 

袖ヶ浦 

1 丁目 3 不明 1 5 丁目 3 

2 丁目 3 計 23 6 丁目 2 

3 丁目 1 

大久保 

1 丁目 4 7 丁目 2 

4 丁目 1 2 丁目 6 8 丁目 6 

5 丁目 2 3 丁目 3 不明 3 

計 10 4 丁目 6 計 28 

津田沼 

1 丁目 4 計 19 

秋津 

茜浜 

2 丁目（秋津） 3 

2 丁目 10 

泉町 

3 丁目 6 3 丁目（秋津） 2 

3 丁目 14 不明 1 4 丁目（秋津） 3 

4 丁目 2 計 7 5 丁目（秋津） 1 

5 丁目 5 

本大久

保 

2 丁目 1 茜浜（不明） 1 

6 丁目 1 4 丁目 3 計 10 

7 丁目 9 5 丁目 2 

香澄 

芝園 

1 丁目(香澄) 

 

3 

不明 4 計 6 6 丁目(香澄) 1 

計 49 
花咲 

1 丁目 2 2 丁目(芝園) 149 

鷺沼 

1 丁目 8 計 2 不明 4 

2 丁目 5 実籾 
実籾本
郷 

1 丁目 3 計 157 

3 丁目 1 2 丁目 1 不 明 

 

3 

       無回答 27 

       計 461 
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今まで住んでいた住所地で多かった回答は「千葉県」、次いで「東京都」となっています。 

 

都道府県 回答者数 
 

都道府県 回答者数 

千葉県 119 
 
京都府 2 

東京都 44 
 
岡山県 2 

茨城県 26 
 
長崎県 2 

静岡県 25 
 
大分県 2 

山形県 17 
 
鹿児島県 2 

福島県 17 
 
沖縄県 2 

栃木県 16 
 
国外 2 

長野県 16 
 
福井県 1 

宮城県 13 
 
奈良県 1 

神奈川県 13 
 
和歌山県 1 

北海道 11 
 
鳥取県 1 

埼玉県 11 
 
島根県 1 

新潟県 11 
 
山口県 1 

群馬県 9 
 
高知県 1 

大阪府 9 
 
佐賀県 1 

岩手県 8 
 
熊本県 1 

秋田県 8 
 
不明 2 

福岡県 8  無回答 8 

山梨県 7  計 461 

青森県 6 

富山県 5 

宮崎県 5 

石川県 4 

愛知県 4 

兵庫県 4 

広島県 4 

岐阜県 3 

愛媛県 3 

三重県 2 

 

 

 

問５ 今まで住んでいた住所地をお尋ねします。 

   都道府県名 
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今まで住んでいた住所地のうち、千葉県内の市町村では、「船橋市」、「千葉市」が多くなっています。 

市区町村 回答者数 
 

市区町村 回答者数 
 

市区町村 回答者数 

船橋市 34 
 
江東区 3 

 
富津市 2 

千葉市 30 
 
葛飾区 3 

 
浦安市 2 

市川市 10 
 
小金井市 3 

 
大網白里市 2 

江戸川区 7 
 
新潟市 3 

 
文京区 2 

成田市 7 
 
佐久市 3 

 
小平市 2 

静岡市 7 
 
山ノ内町 3 

 
藤沢市 2 

福島市 6 
 
浜松市 3 

 
三条市 2 

仙台市 5 
 
裾野市 3 

 
上越市 2 

山形市 5 
 
名古屋市 3 

 
富山市 2 

宇都宮市 5 
 
広島市 3 

 
甲府市 2 

佐倉市 5 
 
大阪市 3 

 
富士宮市 2 

大田区 5 
 
福岡市 3 

 
富士市 2 

横浜市 5 
 
弘前市 2 

 
西伊豆町 2 

札幌市 4 
 
八戸市 2 

 
函南町 2 

会津若松市 4 
 
盛岡市 2 

 
吹田市 2 

いわき市 4 
 
北上市 2 

 
東大阪市 2 

足利市 4 
 
名取市 2 

 
北九州市 2 

さいたま市 4 
 
登米市 2 

 
釧路市 1 

松戸市 4 
 
秋田市 2 

 
岩見沢市 1 

中央区 4 
 
米沢市 2 

 
苫小牧市 1 

川崎市 4 
 
寒河江市 2 

 
恵庭市 1 

金沢市 4 
 
ひたちなか市 2 

 
北広島市 1 

宮崎市 4 
 
那珂市 2 

 
石狩郡(当別町) 1 

水戸市 3 
 
大洗町 2 

 
長万部町 1 

日立市 3 
 
那珂郡(東海村) 2 

 
青森市 1 

つくば市 3 
 
小山市 2 

 
板柳町 1 

安中市 3 
 
前橋市 2 

 
大船渡市 1 

木更津市 3 
 
柏市 2 

 
花巻市 1 

市原市 3 
 
八千代市 2 

 
一関市 1 

 

 

 

 

問５ 今まで住んでいた住所地をお尋ねします。 

   市町村名 
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市区町村 回答者数 
 

市区町村 回答者数 
 

市区町村 回答者数 

奥州市 1  下野市 1  青梅市 1 

気仙沼市 1  市貝町 1  府中市 1 

角田市 1  桐生市 1  国分寺市 1 

岩沼市 1  伊勢崎市 1  多摩市 1 

女川町 1  渋川市 1  あきる野市 1 

大館市 1  嬬恋村 1  伊勢原市 1 

男鹿市 1  春日部市 1  新潟市 1 

湯沢市 1  深谷市 1  柏崎市 1 

大仙市 1  上尾市 1  阿賀野市 1 

北秋田市 1  草加市 1  田上町 1 

新庄市 1  志木市 1  高岡市 1 

上山市 1  八潮市 1  立山町 1 

村山市 1  吉川市 1  朝日町 1 

東根市 1  銚子市 1  敦賀市 1 

尾花沢市 1  勝浦市 1  富士吉田市 1 

西置賜郡 1  鴨川市 1  都留市 1 

遊佐町 1  君津市 1  南アルプス市 1 

相馬市 1  四街道市 1  甲斐市 1 

二本松市 1  袖ヶ浦市 1  富士河口湖町 1 

中島村 1  富里市 1  長野市 1 

土浦市 1  香取市 1  諏訪市 1 

笠間市 1  山武市 1  須坂市 1 

取手市 1  いすみ市 1  小諸市 1 

牛久市 1  印旛郡(栄町) 1  茅野市 1 

鹿嶋市 1  香取郡(神埼町) 1  塩尻市 1 

筑西市 1  長柄町 1  東御市 1 

稲敷市 1  墨田区 1  小海町 1 

神栖市 1  目黒区 1  
北佐久郡 

(軽井沢町) 
1 

行方市 1  渋谷区 1  山形村 1 

鹿沼市 1  中野区 1  多治見市 1 

日光市 1  杉並区 1  美濃市 1 

真岡市 1  練馬区 1  羽島市 1 
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市区町村 回答者数  市区町村 回答者数  市区町村 回答者数 

伊東市 1  橿原市 1  長崎市 1 

磐田市 1  紀の川市 1  大村市 1 

掛川市 1  米子市 1  熊本市 1 

長泉町 1  出雲市 1  大分市 1 

西尾市 1  岡山市 1  別府市 1 

津市 1  総社市 1  串間市 1 

いなべ市 1  呉市 1  鹿児島市 1 

京都市 1  防府市 1  南さつま市 1 

舞鶴市 1  松山市 1  那覇市 1 

淀川区 1  今治市 1  不 明 3 

高槻市 1  高知市 1  無回答 18 

加古川市 1  行橋市 1  計 461 

赤穂市 1  福津市 1    

宝塚市 1  京都郡(苅田町) 1    

三木市 1  佐賀市 1    
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問５ 今まで住んでいた住所地をお尋ねします。 

   千葉県の市町村名 

 今まで住んでいた住所地のうち、千葉県内の市町村では、「船橋市」、「千葉市」が多くなってい

ます。 

  

千葉県 
回答者

数 

船橋市 34 

千葉市 30 

市川市 10 

成田市 7 

佐倉市 5 

松戸市 4 

木更津市 3 

市原市 3 

柏市 2 

八千代市 2 

富津市 2 

浦安市 2 

大網白里市 2 

銚子市 1 

勝浦市 1 

鴨川市 1 

君津市 1 

四街道市 1 

袖ヶ浦市 1 

富里市 1 

香取市 1 

山武市 1 

いすみ市 1 

印旛郡(栄町) 1 

香取郡(神埼町) 1 

長柄町 1 

計 119 

57.9%24.1%

18.0% 男

女

無回答
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問５ 今まで住んでいた住所地をお尋ねします。 

   東京都の市区町村名 

 今まで住んでいた住所地のうち、東京都内の市区町村では、「江戸川区」、「大田区」が多くなっ

ています。 

 

東京都 回答者数 

江戸川区 7 

大田区 5 

中央区 4 

江東区 3 

葛飾区 3 

小金井市 3 

文京区 2 

小平市 2 

墨田区 1 

目黒区 1 

渋谷区 1 

中野区 1 

杉並区 1 

練馬区 1 

青梅市 1 

府中市 1 

国分寺市 1 

多摩市 1 

あきる野市 1 

不明 1 

無回答 3 

計 44 
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問５ 今まで住んでいた住所地をお尋ねします。 

   その他の市区町村名 

今まで住んでいた住所地のうち、その他の市区町村では、「静岡市」、「福島市」が多くなっていま

す。 

 

その他市区町村 回答者数 
 

その他市区町村 回答者数 
 

その他市区町村 回答者数 

静岡市 7 
 
登米市 2 

 
花巻市 1 

福島市 6 
 
秋田市 2 

 
一関市 1 

仙台市 5 
 
米沢市 2 

 
奥州市 1 

山形市 5 
 
寒河江市 2 

 
気仙沼市 1 

宇都宮市 5 
 
ひたちなか市 2 

 
角田市 1 

横浜市 5 
 
那珂市 2 

 
岩沼市 1 

札幌市 4 
 
大洗町 2 

 
女川町 1 

会津若松市 4 
 
那珂郡(東海村) 2 

 
大館市 1 

いわき市 4 
 
小山市 2 

 
男鹿市 1 

足利市 4 
 
前橋市 2 

 
湯沢市 1 

さいたま市 4 
 
藤沢市 2 

 
大仙市 1 

川崎市 4 
 
三条市 2 

 
北秋田市 1 

金沢市 4 
 
上越市 2 

 
新庄市 1 

宮崎市 4 
 
富山市 2 

 
上山市 1 

水戸市 3 
 
甲府市 2 

 
村山市 1 

日立市 3 
 
富士宮市 2 

 
東根市 1 

つくば市 3 
 
富士市 2 

 
尾花沢市 1 

安中市 3 
 
西伊豆町 2 

 
西置賜郡 1 

新潟市 3 
 
函南町 2 

 
遊佐町 1 

佐久市 3 
 
吹田市 2 

 
相馬市 1 

山ノ内町 3 
 
東大阪市 2 

 
二本松市 1 

浜松市 3 
 
北九州市 2 

 
中島村 1 

裾野市 3 
 
釧路市 1 

 
土浦市 1 

名古屋市 3 
 
岩見沢市 1 

 
笠間市 1 

広島市 3 
 
苫小牧市 1 

 
取手市 1 

大阪市 3 
 
恵庭市 1 

 
牛久市 1 

福岡市 3 
 
北広島市 1 

 
鹿嶋市 1 

弘前市 2 
 
石狩郡(当別町) 1 

 
筑西市 1 

八戸市 2 
 
長万部町 1 

 
稲敷市 1 

盛岡市 2 
 
青森市 1 

 
神栖市 1 

北上市 2 
 
板柳町 1 

 
行方市 1 

名取市 2 
 
大船渡市 1 

 
鹿沼市 1 
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その他市区町村 回答者数 
 

その他市区町村 回答者数 
 

その他市区町村 回答者数 

日光市 1 
 
須坂市 1 

 
総社市 1 

真岡市 1 
 
小諸市 1 

 
呉市 1 

下野市 1 
 
茅野市 1 

 
防府市 1 

市貝町 1 
 
塩尻市 1 

 
松山市 1 

桐生市 1 
 
東御市 1 

 
今治市 1 

伊勢崎市 1 
 
小海町 1 

 
高知市 1 

渋川市 1 
 

北佐久郡 
(軽井沢町) 

1 
 
行橋市 1 

嬬恋村 1 
 
山形村 1 

 
福津市 1 

春日部市 1 
 
多治見市 1 

 
京都郡（苅田町） 1 

深谷市 1 
 
美濃市 1 

 
佐賀市 1 

上尾市 1 
 
羽島市 1 

 
長崎市 1 

草加市 1  伊東市 1  大村市 1 

志木市 1  磐田市 1  熊本市 1 

八潮市 1  掛川市 1  大分市 1 

吉川市 1 
 
長泉町 1 

 
別府市 1 

伊勢原市 1 
 
西尾市 1 

 
串間市 1 

新潟市 1 
 
津市 1 

 
鹿児島市 1 

柏崎市 1 
 
いなべ市 1 

 
南さつま市 1 

阿賀野市 1 
 
京都市 1 

 
那覇市 1 

田上町 1 
 
舞鶴市 1 

 
不明 2 

高岡市 1 
 
淀川区 1 

 
無回答 15 

立山町 1 
 
高槻市 1 

 
計 298 

朝日町 1 
 
加古川市 1 

 
敦賀市 1 

 
赤穂市 1 

 
富士吉田市 1 

 
宝塚市 1 

 
都留市 1 

 
三木市 1 

 
南アルプス市 1 

 
橿原市 1 

 
甲斐市 1 

 
紀の川市 1 

 
富士河口湖町 1 

 
米子市 1 

 
長野市 1 

 
出雲市 1 

 
諏訪市 1 

 
岡山市 1 
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問６ 転入することになった最も大きなきっかけで、あてはまるものを 1つ選んで、番号に○をつけ

てください。「１２．その他」の場合は、（ ）内に具体的にお書きください。 

回答者の転入することになったきっかけで多かった回答は「５．学校の都合で（進学、転校など）」

が 36.0％、次いで「就職のため」が 12.9％となっています。 

 

設問項目 回答数 構成比 

１．就職のため 59  12.9% 

２．転職のため 16  3.5% 

３．転勤のため 53  11.6% 

４．退職のため 2  0.4% 

５．学校の都合で(進学、転校など) 164  36.0% 

６．結婚のため 28  6.1% 

７. 家族や親族との同居・近居のため 19  4.2% 

８. 家族や親族から独立するため 11  2.4% 

９. 住宅購入のため 22  4.8% 

１０.賃貸住宅や借家の借換えのため 21  4.6% 

１１.生活環境を良くするため 10  2.2% 

１２.その他 10  2.2% 

１３.無回答 41  9.0% 

計 456  100% 

 

 

  
【１２．その他の記述内容】 

・前のアパートで騒音に悩まされて 

・会社の社宅が新しく出来た 

・通勤時間短縮のため 

・通院の為 

・社宅が谷津にあった 

・離婚 

・離婚 

・会社の寮の移転の為 

・家庭の都合 

※無効回答（5 名）はグラフ・表から除いています。 

12.9% 3.5%

11.6%

0.4%

36.0%
6.1%

4.2%

2.4%

4.8%

4.6%

2.2%
2.2%

9.0%

１．就職のため

２．転職のため

３．転勤のため

４．退職のため

５．学校の都合で(進学、転校など)

６．結婚のため

７. 家族や親族との同居・近居のため

８. 家族や親族から独立するため

９. 住宅購入のため

１０.賃貸住宅や借家の借換えのため

１１.生活環境を良くするため

１２.その他

１３.無回答
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問７ 転入先に、習志野市以外の市区町村を検討したかお尋ねします。あてはまるものを一つ選んで、

番号に○をつけてください。「２．他の市区町村も検討した」の場合は、（ ）内に先に検討し

た市区町村名をお書きください。 

回答者の住まい探しの状況は「１．習志野市に住もうと決めていた」が 57.3％となっています。 

 

設問項目 回答数 構成比 

１．習志野市に住もうと決めていた 264  57.3% 

２．他の市区町村も検討したが、習志野市に決めた 96  20.8% 

３．無回答 101  21.9% 

計 461  100% 

 

 

  【２．検討していた市区町村名の記述内容】 

・千葉市 
・船橋市 
・千葉県花見川区 
・八千代市 
・千葉市稲毛区 
・東京都江戸川区 
・市川市 
・南行徳、市川塩浜 
・松戸 
・浦安市 
・関東全体の中で。 
・印西市 
・千葉市幕張 
・盛岡市 
・四街道市 
・埼玉県浦和市 
・白井、印西 
・東京都 
・幕張近辺 
・東京都中央区、文京区 

57.3%
20.8%

21.9% １．習志野市に住もうと決めていた

２．他の市区町村も検討したが、

習志野市に決めた

３．無回答
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問８ 転入先を習志野市に決められた理由であてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてくださ

い。 

 回答者が転入先を習志野市に決めた理由として、多かった回答は、「６．通勤や通学に便利」が 37.3%、

次いで「１８．無回答」15.2%、「１７．その他」11.4%となっています。 

 

設問項目 回答数 構成比 

１. 住宅価格や家賃が適当 39  9.3% 

２. 静かな居住環境 8  1.9% 

３. 緑が多く自然環境が良い 1  0.2% 

４. 交通の便が良い 26  6.2% 

５. 買い物など日常生活が便利 6  1.4% 

６. 通勤や通学に便利 157  37.3% 

７. 子育てしやすい 1  0.2% 

８. 教育環境が充実している 6  1.4% 

９. 福祉が充実している 0  0.0% 

１０．地震など自然災害が少ない 1  0.2% 

１１．治安が良い 2  0.5% 

１２．都市基盤が整備されている 0  0.0% 

１３．知り合いや友人がいる 7  1.7% 

１４．親や子どもの家に近い 12  2.9% 

１５．生まれ育ったまち 4  1.0% 

１６．特にない 39  9.3% 

１７．その他 48  11.4% 

１８．無回答 64  15.2% 

計 421  100% 

 

 

１．住宅価格や家賃が適当
２．静かな居住環境
３．緑が多く自然環境が良い
４．交通の便が良い
５．買い物など日常生活が便利
６．通勤や通学に便利
７．子育てしやすい
８．教育環境が充実している
９．福祉が充実している
１０．地震など自然災害が少ない
１１．治安が良い
１２．都市基盤が整備されている
１３．知り合いや友人がいる
１４．親や子どもの家に近い
１５．生まれ育ったまち
１６．特にない
１７．その他
１８．無回答

【１７．その他の記述内容】 

・親と一緒に住むため 
・すでに家族が居住 
・社宅 
・婚姻の為 
・実家に帰省 
・同居の為 
・結婚相手の実家に住むから 
・イメージが良い 
・孫の世話をするため 
・相手がすでに住んでいたから 
・配偶者が⑮だから 
・寮があるため 
・職場に近いから 
・大学寮への引っ越し 
・大学があるから 
・官舎指定 
・職場の宿舎 
・会社の指示 
・学校が近い 
・会社の寮の移転の為 
・家庭の都合 
・習志野市に千葉工大があるから 
・習志野市内の公務員宿舎に割り当てられた為 
 
 
 

※無効回答（40 名）はグラフ・表から除いています。 

9.3%

1.9%
0.2%

6.2%

1.4%

37.3%

0.2%1.4%0.2%

0.5%

1.7%
2.9%

1.0%

9.3%

11.4%

15.2%
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問９ 転入前に抱いていた習志野市のイメージ、習志野市で暮らすにあたって習志野市に期待することなど

がありましたら、ご自由に記入してください。 

 

企業局の事業は続けてほしい。 

千葉県はひったくりなどの犯罪が多いイメージでした。 

パッとしない。代表的な産業がない。 

関西の方にいたので、やっぱり都会だと思いました。これから住む所は電車、バスもあり、すごく便利

だと思いました。 

治安。 

道路渋滞（京成線の空かない踏切）の対策をしてほしい。 

近代的なイメージがあります。多くの鉄道が乗り入れするため、人口が多いと感じます。 

少しごちゃごちゃしているイメージがあったが、奏の杜エリアなどがとてもきれいだった。あのような

きれいな街づくりに期待しています。 

都心にアクセスが良く、身近な買い物は近場を利用すればそろってしまうようなイメージ。 

工場が多い。 

きれいなイメージ。 

イメージは都会だったが、案外こじんまりしていて、コンパクトな町。 

都会に住みたいと思い習志野市を選んだ。 

習志野ナンバーがあるくらい。 

液状化対策。保育所の充実。 

何も分からなかった。 

今年妻が出産予定のため、安全安心して育児ができるよう様々な支援が受けられればと思います。 

地味 

思ったより都会 

広い 

成田空港の近く 

総武線、津田沼駅周辺、色々あって助かるが、ごちゃごちゃしている。 

子供が生活しやすい街にしてほしい 

治安が悪い 

道路がせまくこんでいる 

今の所は満足しています。 

津田沼の都会的田舎なイメージが暮らすにあたって自分のライフスタイルのイメージに合っていた。 

静かな街。もう少し街灯があれば良い。 

静かな住宅街。 

思っていたより便利。 

静かで住みやすいと思う。住宅が周りに多く安心感がある。 

これから発展する町。 

スーパー、コンビニが少ない。 

京成津田沼周辺は、静かで暮らしやすい(一度住んだから)。また、京成ライン、ＪＲの電車にかんして

も各地にアクセスしやすい。道路交通事情の緩和をしてほしい（非常に渋滞多く、大変）。(生活道路の

整備→道路の拡幅をしてほしい）。子育て支援や教育等にもっと力を入れる。住民税の使途をクリアに。 

イメージ…犯罪が少ない。静かな環境、居心地の良さ。バスや車がよく使用されているが、あまり渋滞

のイメージがない。会社の勤務に都合が良いことで最終的には選んだが、住み心地の評判の良さも決め

手の一つでした。 

思っていたより町自体が栄えているので生活するのに困らなそうです。 
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問１転入された方（世帯で転入される場合は世帯主の方）の年齢×問５今まで住んでいた住所地 

（都道府県名） 

全体として千葉県、東京都以外からの転入が多くなっているものの、「30～49 歳」では、千葉県からの転入が

最も多くなっています。 

 

 

 

 

  

設問項目 
千葉県 東京都 その他 総計 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

１．19 歳以下 6 3.3% 1 0.5% 175 96.2% 182 100% 

２．20～29 歳 45 34.9% 22 17.1% 62 48.1% 129 100% 

３．30～39 歳 37 50.7% 11 15.1% 25 34.2% 73 100% 

４．40～49 歳 20 46.5% 7 16.3% 16 37.2% 43 100% 

５．50～59 歳 6 28.6% 2 9.5% 13 61.9% 21 100% 

６．60～64 歳 0 0 1 25.0% 3 75.0% 4 100% 

７．65～69 歳 1 50.0% 0 0 1 50.0% 2 100% 

８．70 歳以上 4 57.1% 0 0 3 42.9% 7 100% 

計 119  44  298  461  

57.1

50.0

28.6

46.5

50.7

34.9

3.3

25.0

9.5

16.3

15.1

17.1

0.5

42.9

50.0

75.0

61.9

37.2

34.2

48.1

96.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８．70歳以上

７．65～69歳

６．60～64歳

５．50～59歳

４．40～49歳

３．30～39歳

２．20～29歳

１．19歳以下

千葉県

東京都

その他
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問１転入された方（世帯で転入される場合は世帯主の方）の年齢×問６転入することになった最も大き

なきっかけ 

「１．19 歳以下」では「５．学校の都合で(進学、転校など)」が、「２．20～29 歳」では「１．就職のた

め」が、「３．30～39 歳」と「４．40～49 歳」では「３．転勤のため」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

設問 

項目 

１．就職の
ため 

２．転職の
ため 

３．転勤の
ため 

４．退職の
ため 

５．学校の
都合で (進
学、転校な
ど) 

６．結婚の
ため 

７．家族や
親族との同
居・近居の
ため 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１.19 歳以下 11 6.0% 0 0 0 0 0 0 152 83.5% 0 0 0 0 

２.20～29 歳 41 32.5% 9 7.1% 16 12.7% 2 1.6% 10 7.9% 14 11.1% 7 5.6% 

３.30～39 歳 6 8.3% 4 5.6% 19 26.4% 0 0 0 0 10 13.9% 2 2.8% 

４.40～49 歳 0 0 3 7.1% 11 26.2% 0 0 0 0 2 4.8% 6 14.3% 

５.50～59 歳 0 0 0 0 6 28.6% 0 0 1 4.8% 1 4.8% 3 14.3% 

６.60～64 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 1 25.0% 0 0 0 0 

７.65～69 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

８.70 歳以上 1 25.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 25.0% 

計 59  16  52  2  164  27  19  

設問 

項目 

８．家族や
親族から独
立するため 

９．住宅購
入のため 

１０．賃貸
住宅や借家
の借換えの
ため 

１１．生活
環境を良く
するため 

１２．その
他 

１３．無回
答 

総計 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１.19 歳以下 4 2.2% 1 0.5% 0 0 1 0.5% 1 0.5% 12 6.6% 182 100% 

２.20～29 歳 4 3.2% 2 1.6% 4 3.2% 4 3.2% 2 1.6% 11 8.7% 126 100% 

３.30～39 歳 1 1.4% 7 9.7% 6 8.3% 4 5.6% 4 5.6% 9 12.5% 72 100% 

４.40～49 歳 2 4.8% 8 19.0% 8 19.0% 0 0 2 4.8% 0 0 42 100% 

５.50～59 歳 0 0 2 9.5% 1 4.8% 1 4.8% 0 0 6 28.6% 21 100% 

６.60～64 歳 0 0 1 25.0% 1 25.0% 0 0 1 25.0% 0 0 4 100% 

７.65～69 歳 0 0 1 50.0% 0 0 0 0 0 0 1 50.0% 2 100% 

８.70 歳以上 0 0 0 0 1 25.0% 0 0 0 0 1 25.0% 4 100% 

計 11  22  21  10  10  40  453  

※問 1 の無回答（3 名）と、問 6の無効回答（5 名）はグラフ・表から除いています。 
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25.0

8.3

32.5

6.0

7.1

5.6

7.1

28.6

26.2

26.4

12.7

1.6

25.0

4.8

7.9

83.5

4.8

4.8

13.9

11.1

25.0

14.3

14.3

2.8

5.6

4.8

1.4 3.2

2.2

50.0

25.0

9.5

19.0

9.7

1.6

0.5

25.0

25.0

4.8

19.0

8.3

3.2

4.8

5.6

3.2

0.5

25.0

4.8

5.6

1.6

0.5

25.0

50.0

28.6

12.5

8.7

6.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８．70歳以上

７．65～69歳

６．60～64歳

５．50～59歳

４．40～49歳

３．30～39歳

２．20～29歳

１．19歳以下
１．就職のため

２．転職のため

３．転勤のため

４．退職のため

５．学校の都合で(進学、転校など)

６．結婚のため

７. 家族や親族との同居・近居のため

８. 家族や親族から独立するため

９. 住宅購入のため

１０.賃貸住宅や借家の借換えのため

１１.生活環境を良くするため

１２.その他

１３.無回答
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問１転入された方（世帯で転入される場合は世帯主の方）の年齢×問７転入先に習志野市以外の市区町村も

検討したか 

回答として「19歳以下」、「20～29 歳」、「30～39 歳」、「40～49 歳」では、「１．習志野市に住もうと決めて

いた」が最も多くなっています。 

 

 

    
設問項目 

１．習志野市に住

もうと決めていた 

２．他の市区町村

も検討したが、習

志野市に決めた 

３．無回答 総計 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

１．19 歳以下 134 73.6% 7 3.8% 41 22.5% 182 100% 

２．20～29 歳 70 54.3% 33 25.6% 26 20.2% 129 100% 

３．30～39 歳 31 42.5% 24 32.9% 18 24.7% 73 100% 

４．40～49 歳 23 53.5% 18 41.9% 2 4.7% 43 100% 

５．50～59 歳 4 19.0% 8 38.1% 9 42.9% 21 100% 

６．60～64 歳 1 25.0% 3 75.0% 0 0 4 100% 

７．65～69 歳 0 0 1 50.0% 1 50.0% 2 100% 

８．70 歳以上 1 25.0% 1 25.0% 2 50.0% 4 100% 

計 264  95  99  458  

※問１の無回答（3 名）はグラフ・表から除いています。 

25.0

25.0

19.0

53.5

42.5

54.3

73.6

25.0

50.0

75.0

38.1

41.9

32.9

25.6

3.8

50.0

50.0

42.9

4.7

24.7

20.2

22.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８．70歳以上

７．65～69歳

６．60～64歳

５．50～59歳

４．40～49歳

３．30～39歳

２．20～29歳

１．19歳以下

１．習志野市に住もうと決めていた

２．他の市区町村も検討したが、習志

野市に決めた

３．無回答
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問１転入された方（世帯で転入される場合は世帯主の方）の年齢×問８転入先を習志野市に決められた理由 

「１．19 歳以下」、「２．20～29 歳」では「６．通勤や通学に便利」が最も多くなっており、「３．30

～39 歳」では 19.7％、「４．40～49 歳」では 22.2%となっています。 

 

 

  

設問 

項目 

１.住宅価格
や家賃が適
当 

２.静かな居
住環境 

３.緑が多く
自然環境が
良い 

４.交通の便
が良い 

５.買い物な
ど日常生活
が便利 

６.通勤や通
学に便利 

７.子育てし
やすい 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１.19歳以下 5 2.8% 2 1.1% 1 0.6% 7 3.9% 0 0 102 57.3% 0 0 

２.20～29歳 21 18.6% 4 3.5% 0 0 10 8.8% 3 2.7% 32 28.3% 0 0 

３.30～39歳 10 16.4% 1 1.6% 0 0 6 9.8% 1 1.6% 12 19.7% 1 1.6% 

４.40～49歳 2 5.6% 1 2.8% 0 0 2 5.6% 1 2.8% 8 22.2% 0 0 

５.50～59歳 1 4.8% 0 0 0 0 0 0 1 4.8% 2 9.5% 0 0 

６.60～64歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

７.65～69歳 0 0 0 0 0 0 1 50.0% 0 0 0 0 0 0 

８.70歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 39  8  1  26  6  156  1  

設問 

項目 

８.教育環境
が充実して
いる 

９.福祉が充
実している 

１０．地震な
ど自然災害
が少ない 

１１．治安が
良い 

１２.都市基
盤が整備さ
れている 

１３．知り合
いや友人が
いる 

１４．親や子
どもの家に
近い 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１.19歳以下 6 3.4% 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.6% 1 0.6% 

２.20～29歳 0 0 0 0 0 0 1 0.9% 0 0 3 2.7% 3 2.7% 

３.30～39歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

４.40～49歳 0 0 0 0 1 2.8% 1 2.8% 0 0 2 5.6% 2 5.6% 

５.50～59歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 19.0% 

６.60～64歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  1 25.0% 1 25.0% 

７.65～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

８.70歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 25.0% 

計 6  0  1  2  0  7  12  
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設問 

項目 

１５．生まれ
育ったまち 

１６．特にな
い １７．その他 １８．無回答 総計 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１.19 歳以下 0 0 20 11.2% 12 6.7% 21 11.8% 178 100% 

２.20～29 歳 1 0.9% 8 7.1% 11 9.7% 16 14.2% 113 100% 

３.30～39 歳 1 1.6% 5 8.2% 9 14.8% 15 24.6% 61 100% 

４.40～49 歳 2 5.6% 3 8.3% 9 25.0% 2 5.6% 36 100% 

５.50～59 歳 0 0 0 0 6 28.6% 7 33.3% 21 100% 

６.60～64 歳 0 0 1 25.0% 1 25.0% 0 0 4 100% 

７.65～69 歳 0 0 0 0 0 0 1 50.0% 2 100% 

８.70 歳以上 0 0 2 50.0% 0 0 1 25.0% 4 100% 

計 4  39  48  63  419  

0 20 40 60 80 100

８．70歳以上

７．65～69歳

６．60～64歳

５．50～59歳

４．40～49歳

３．30～39歳

２．20～29歳

１．19歳以下

１．住宅価格や家賃が適当

２．静かな居住環境

３．緑が多く自然環境が良い

４．交通の便が良い

５．買い物など日常生活が便利

６．通勤や通学に便利

７．子育てしやすい

８．教育環境が充実している

９．福祉が充実している

１０．地震など自然災害が少ない

１１．治安が良い

１２．都市基盤が整備されている

１３．知り合いや友人がいる

１４．親や子どもの家に近い

１５．生まれ育ったまち

１６．特にない

１７．その他

１８．無回答

※問 1 の無回答 3 名と、問 8 の無効回答 40 名（問 1 の無回答と 1 名重複）はグラフ・表から除いています。 

4.8

5.6

16.4

18.6

2.8

2.8

1.6

3.5

1.1

0.6

50.0

5.6

9.8

8.8

3.9

4.8

2.8

1.6

2.7

9.5

22.2

19.7

28.3

57.3

1.6

3.4

2.8 2.8

0.9

25.0

5.6

2.7

0.6

25.0

25.0

19.0

5.6

2.7

0.6

5.6

1.6

0.9

50.0

25.0

8.3

8.2

7.1

11.2

25.0

28.6

25.0

14.8

9.7

6.7

25.0

50.0

33.3

5.6

24.6

14.2

11.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

８．70歳以上

７．65～69歳

６．60～64歳

５．50～59歳

４．40～49歳

３．30～39歳

２．20～29歳

１．19歳以下
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問２転入される方の世帯構成×問５今まで住んでいた住所地（都道府県名） 

全体的に千葉県、東京都以外からの転入が多くなっているものの、夫婦のみの世帯では、千葉県内からの転入

が 50.9％と最も多くなっています。 

 

 

 

  

設問項目 
千葉県 東京都 その他 総計 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

１．単身 59 20.2% 23 7.9% 210 71.9% 292 100% 

２．夫婦のみ 27 50.9% 11 20.8% 15 28.3% 53 100% 

３．親子(二世代) 26 33.8% 7 9.1% 44 57.1% 77 100% 

４．親・子・孫(三

世代) 
1 8.3% 2 16.7% 9 75.0% 12 100% 

５．その他 5 41.7% 1 8.3% 6 50.0% 12 100% 

計 118  44  284  446  

41.7%

8.3%

33.8%

50.9%

20.2%

8.3%

16.7%

9.1%

20.8%

7.9%

50.0%

75.0%

57.1%

28.3%

71.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

５．その他

４．親・子・孫(三世代)

３．親子(二世代)

２．夫婦のみ

１．単身

千葉県

東京都

その他

※問 2 の無回答 6 名、問 5 の無回答 8 名（問 2 の無回答と 1名重複）、問 5 の不明 2 名は、グラフ・表から除いています。 
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問２転入される方の世帯構成×問６転入することになった最も大きなきっかけ 

「１．単身」、「３．親子(二世代）」では「５．学校の都合で（進学、転校など）」が、「２．夫婦のみ」で

は「６．結婚のため」が最も多くなっています。 

 

 

 

   

設問 

項目 

１．就職の
ため 

２．転職の
ため 

３．転勤の
ため 

４．退職の
ため 

５．学校の
都合で(進
学、転校な

ど) 

６．結婚の
ため 

７．家族や
親族との
同居・近居
のため 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１．単身 55 18.8% 12 4.1% 26 8.9% 0 0 129 44.0% 5 1.7% 5 1.7% 

２．夫婦のみ 1 1.8% 1 1.8% 12 21.8% 0 0 1 1.8% 21 38.2% 5 9.1% 

３．親子(二世代) 2 2.6% 2 2.6% 13 16.7% 1 1.3% 23 29.5% 0 0 6 7.7% 

４．親・子・孫(三世代) 0 0 0 0 0 0 0 0 7 58.3% 0 0 1 8.3% 

５．その他 1 8.3% 1 8.3% 2 16.7% 1 8.3% 1 8.3% 1 8.3% 2 16.7% 

計 59  16  53  2  161  27  19  

設問 

項目 

８． 
家族や親
族から独
立するた
め 

９． 
住宅購入
のため 

１０． 
賃貸住宅
や借家の
借換えの
ため 

１１． 
生活環境
を良くす
るため 

１２． 
その他 

１３． 
無回答 

総計 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１．単身 6 2.0% 6 2.0% 11 3.8% 7 2.4% 7 2.4% 24 8.2% 293 100% 

２．夫婦のみ 1 1.8% 2 3.6% 3 5.5% 1 1.8% 2 3.6% 5 9.1% 55 100% 

３．親子(二世代) 4 5.1% 12 15.4% 7 9.0% 1 1.3% 0 0 7 9.0% 78 100% 

４．親・子・孫(三世代) 0 0 2 16.7% 0 0 0 0 1 8.3% 1 8.3% 12 100% 

５．その他 0 0 0 0 0 0 1 8.3% 0 0 2 16.7% 12 100% 

計 11  22  21  10  10  39  450  

※問 2 の無回答（6 名）と、問 6の無効回答（5 名）はグラフ・表から除いています。 

8.3

2.6

1.8

18.8

8.3

2.6

1.8

4.1

16.7

16.7

21.8

8.9

8.3

1.3

8.3

58.3

29.5

1.8

44.0

8.3

38.2

1.7

16.7

8.3

7.7

9.1

1.7

5.1

1.8

2.0

16.7

15.4

3.6

2.0

9.0

5.5

3.8

8.3

1.3

1.8

2.4

8.3

3.6

2.4

16.7

8.3

9.0

9.1

8.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

５．その他

４．親・子・孫(三世

代)

３．親子(二世代)

２．夫婦のみ

１．単身

１．就職のため

２．転職のため

３．転勤のため

４．退職のため

５．学校の都合で(進学、転校など)

６．結婚のため

７. 家族や親族との同居・近居のため

８. 家族や親族から独立するため

９. 住宅購入のため

１０.賃貸住宅や借家の借換えのため

１１.生活環境を良くするため

１２.その他

１３.無回答
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問２転入される方の世帯構成×問７転入先に習志野市以外の市区町村を検討したか 

全体的に、「１．習志野市に住もうと決めていた」が最も多くなっています。「２．他の市区町村も検討したが、

習志野市に決めた」は、「２．夫婦のみ」で 33.9％、「３．親子（二世代）」で 22.8％となっています。 

 

 

  
設問項目 

１．習志野市に住

もうと決めていた 

２．他の市区町村

も検討したが、習

志野市に決めた 

３．無回答 総計 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

１．単身 182 61.5% 52 17.6% 62 20.9% 296 100% 

２．夫婦のみ 25 44.6% 19 33.9% 12 21.4% 56 100% 

３．親子(二世代) 44 55.7% 18 22.8% 17 21.5% 79 100% 

４．親・子・孫(三世代) 5 41.7% 3 25.0% 4 33.3% 12 100% 

５．その他 5 41.7% 4 33.3% 3 25.0% 12 100% 

計 261  96  98  455  

41.7

41.7

55.7

44.6

61.5

33.3

25.0

22.8

33.9

17.6

25.0

33.3

21.5

21.4

20.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

５．その他

４．親・子・孫(三世代)

３．親子(二世代)

２．夫婦のみ

１．単身

１．習志野市に住もうと決め

ていた

２．他の市区町村も検討した

が、習志野市に決めた

３．無回答

※問 2 の無回答（6 名）はグラフ・表から除いています。 
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問２転入される方の世帯構成×問８転入先を習志野市に決められた理由 

全体として「６．通勤や通学に便利」が多くなっていますが、夫婦のみの世帯では、その他の理由が多く

なっています。 

 

   

設問 

項目 

１.住宅価
格や家賃
が適当 

２.静かな
居住環境 

３.緑が多
く自然環
境が良い 

４.交通の
便が良い 

５.買い物
など日常
生活が便

利 

６.通勤や
通学に便

利 

７.子育て
しやすい 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１．単身 26 9.6% 6 2.2% 1 0.4% 14 5.1% 4 1.5% 122 44.9% 0 0 

２．夫婦のみ 6 12.8% 0 0 0 0 6 12.8% 0 0 8 17.0% 0 0 

３．親子(二世代) 5 6.7% 1 1.3% 0 0 5 6.7% 1 1.3% 20 26.7% 1 1.3% 

４．親・子・孫(三世代) 0 0 0 0 0 0 1 9.1% 0 0 4 36.4% 0 0 

５．その他 2 20.0% 1 10.0% 0 0 0 0 1 10.0% 2 20.0% 0 0 

計 39  8  1  26  6  156  1  

設問 

項目 

８.教育環
境が充実
している 

９.福祉が
充実して
いる 

１０．地震
など自然
災害が少
ない 

１１．治安
が良い 

１２.都市
基盤が整
備されて
いる 

１３．知り
合いや友
人がいる 

１４．親や
子どもの
家に近い 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１．単身 4 1.5% 0 0 0 0 1 0.4% 0 0 4 1.5% 2 0.7% 

２．夫婦のみ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4.3% 5 10.6% 

３．親子(二世代) 1 1.3% 0 0 1 1.3% 1 1.3% 0 0 1 1.3% 4 5.3% 

４．親・子・孫(三世代) 1 9.1% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 9.1% 

５．その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 6  0  1  2  0  7  12  

設問 

項目 

１５．生ま
れ育った
まち 

１６．特に
ない 

１７．その
他 

１８．無回
答 

総計 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

回
答
数 

構
成
比 

１．単身 0 0 25 9.2% 28 10.3% 35 12.9% 272 100% 

２．夫婦のみ 0 0 3 6.4% 9 19.1% 8 17.0% 47 100% 

３．親子(二世代) 3 4.0% 8 10.7% 10 13.3% 13 17.3% 75 100% 

４．親・子・孫(三世代) 0 0 1 9.1% 0 0 3 27.3% 11 100% 

５．その他 1 10.0% 1 10.0% 0 0 2 20.0% 10 100% 

計 4  38  47  61  415  

※問 2 の無回答（6 名）と、問 8の無効回答（40 名）はグラフ・表から除いています。 
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0 20 40 60 80 100

８．70歳以上

７．65～69歳

６．60～64歳

５．50～59歳

４．40～49歳

３．30～39歳

２．20～29歳

１．19歳以下

１．住宅価格や家賃が適当

２．静かな居住環境

３．緑が多く自然環境が良い

４．交通の便が良い

５．買い物など日常生活が便利

６．通勤や通学に便利

７．子育てしやすい

８．教育環境が充実している

９．福祉が充実している

１０．地震など自然災害が少ない

１１．治安が良い

１２．都市基盤が整備されている

１３．知り合いや友人がいる

１４．親や子どもの家に近い

１５．生まれ育ったまち

１６．特にない

１７．その他

１８．無回答
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20.0

27.3

17.3

17.0

12.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

５．その他

４．親・子・孫(三世代)

３．親子(二世代)

２．夫婦のみ

１．単身


